
～（一社）LRRI 設立５周年記念講演会ご案内～ 

 

ご関係者 各位 

 

 （一社）LRRI も設立して 5 年が経過しようとしています。お陰様で活動を通じて少しずつ認知が広

がって参りました。社是である“先義後利をもって利他共栄を目指す”を念頭において，地域国土の強靭

化など，社会貢献を一層進めて参りますので引き続きご支援のほど，よろしくお願いいたします。 

 

 設立 5 周年の記念行事の一環として別紙のような記念講演会を予定しております。ご参加いただ

きますようご案内いたします。 

― 記 ―  

【日時】：令和 7 年 7 月 16 日（水） 13:30 – 17:00 

 

【場所】：茨城県産業会館１F 大会議室（オンサイトのみ，WEB 開催なし） 

・所在地： 〒310-0801 茨城県水戸市桜川 2 丁目 2-35 ・電話： 029-227-7121                             

 （URL（http://www.is-kaikan.or.jp/） をご参照ください。      

 

【プログラム】 

◆開会の挨拶：14:00-14:10 （一社）地域国土強靭化研究所 

 

◆ご講演  （14:10 – 15:40，ご講義 60 分，質疑 30 分） 

●講師： 太田秀樹さま（中央大学研究開発機構教授, 金沢大学名誉教授, 東京工業大学

名誉教授） 

●演題：チャンと調査をしてみたら、チャンと計算してみたら、思ってもいなかった結果が出てしまった

事例 

https://www.google.co.jp/search?q=%E8%8C%A8%E5%9F%8E+%E7%9C%8C+%E7%94%A3%E6%A5%AD+%E4%BC%9A%E9%A4%A8+%E6%89%80%E5%9C%A8%E5%9C%B0&stick=H4sIAAAAAAAAAOPgE-LWT9c3LMlKKUrLStOSzU620s_JT04syczPgzOsElNSilKLixexKr3oWfF0fp_C8zk9Cs-nLH62dK3Ckz2zXi5ZofCss-HpnBVP52wAAMHREsxTAAAA&ludocid=1164050331669590595&sa=X&ved=2ahUKEwiH197ekvrqAhVhJaYKHaAjDgAQ6BMwEHoECBQQAg
https://www.google.co.jp/search?q=%E8%8C%A8%E5%9F%8E+%E7%9C%8C+%E7%94%A3%E6%A5%AD+%E4%BC%9A%E9%A4%A8+%E9%9B%BB%E8%A9%B1&ludocid=1164050331669590595&sa=X&ved=2ahUKEwiH197ekvrqAhVhJaYKHaAjDgAQ6BMwEXoECBQQBQ
http://www.is-kaikan.or.jp/


＜休憩＞ 15:40 -15:50 

◆パネルディスカッション 15:50-16:50 ～事例から学ぶ～（仮題） 

＜パネリスト＞（敬称略） 

・太田秀樹（中央大学研究開発機構教授, 金沢大学名誉教授, 東京工業大学名誉教授） 

・後藤政昭（㈱地盤試験所） 

・山田岳峰（鹿島建設㈱） 

・未定（行政） 

◆閉会の挨拶：16:50 – 17:00  

 

【共催】 

（公社）地盤工学会関東支部 

 

【後援】 

茨城県土木部（予定） 

（一社）茨城県建設コンサルタンツ協会 

土木学会関東支部茨城会 

（一財）土木研究センター（予定） 

 

【参加料】無料，お申し込みは，staff@lrri.or.jp 米川恭子まで   

※定員 90 名です。お早めにお申し込みください。 

【CPD】（下記から提供予定です） 

（公社）地盤工学会関東支部 

（一社）建設コンサルタンツ協会（予定） 

mailto:staff@lrri.or.jp


～記念講演概要～ 

 

【演題】：「チャンと調査をしてみたら、チャンと計算してみたら、思ってもいなかった結果が出てしまった事

例」 

【講演者】：太田秀樹先生（中央大学研究開発機構教授, 金沢大学名誉教授, 東京工業大学

名誉教授，令和 6 年春瑞宝中綬章叙勲者） 

 

【講演概要】：悠久の時間と強大なエネルギーを使った自然の営みを通して、神様が造ってこられた地

盤。人智が透徹していない未知の世界が、地盤のなかには驚くほど多く潜んでいる。その未知の世界を、

知力を傾けて人間が切り拓いてきた。世代から世代へと伝えられてきた、地盤に関する知見。これが、私

たちが受け継いできた智恵であろう。その智恵のおかげで、私たちの生活は 1000 年前と較べて、はるか

に快適になってきている。ありがたいことであるが、今現在の段階でも初めて気が付くことが結構ある。新た

な発見である。チャンと調査をしてみたら、チャンと計算してみたら、思ってもいなかった結果が出てしまった

という経験。それは長い技術者仕事のなかで、おそらく誰もが経験していることであろう。私も「えー？」と思

うようなことを、何回か経験した。そのような事例の幾つかを、お話ししたい。ついでに人生観とか老人の健

康維持についても、駄弁を弄したい。 

 

【講演者ご略歴】：1971 年 京都大学工学部助手, 1971 年 京都大学工学部講師, 1972 年 

京都大学工学部助教授, 1980 年 アジア工科大学助教授, 1984 年 金沢大学助教授, 1985

年 金沢大学教授, 1998 年 金沢大学名誉教授, 1998 年 東京工業大学大学院教授, 2004 年 

地盤工学会 会長（2006 年まで 2 年間）, 2009 年 東京工業大学名誉教授, 2009 年 中央

大学研究開発機構教授 

 

 

2022 年 10 月 18 日-29 日東京開催のマス

ターズホッケーワールドカップで 75-79 歳の日本

代表チームのゴールキーパーとして出場：①1-3

負け ②1-1 対 ③0-10 大敗 ④0-2 負け 

⑤2-1 勝の戦績。オーストラリア代表 70-74 歳

に 10 点入れられた試合終了直後の、無念さを

滲ませた GK 太田秀樹（78 歳）の表情。 


